





























































いうことである︒筧克彦のいう自我の自由とは︑個人が自由意思から国家に貢献す ことは︑個人の 由をより増進するというものである︒勿論これは︑今日的な意味で 自由では い︒しか ︑筧の議論を批判するにしろ評価するにしろ︑まずはこの論理がど
のようにして形成されたのかを解き明かさなければならないだろう︒　
このために︑筆者は主に一九〇三年から一九〇九年までの六年
























大論争 繰り広げた両者が︑当時弱冠三十一歳の筧をともに批判したのである︒しかし︑筧は二人の大家 批判 対して果敢に反撃を試みてい 筧曰く 「歴史派の根拠は個人の考案 疑ふ在り心理学が未だ完全ならず て標準とするに苦む 在る み此二者を疑ふに於ては自己学説の﹁テスト﹂を為 ものは歴史の外之なかる可を以てなり」と
（同右）
︒筧にとっては︑自然法学説が




















律した行動をす ようになったとき︑この意思の力 行使は各個人の意思を超えた社会全体の意思の行使となり︑個々人 意思の力を規律する「法」として力を持つ
（法①三三四頁）
︒なお︑法は

















































のであるということを強調する︒その上で︑法につ て次のように述べてい ︒客観的に自然に存在する「事実上 法則即ち単に現象間に存する一定の事実関係」が法にな ではない︒各個人の意思の発動を規律する「人定の 由標準」が になるのである（法③八〇二頁）
︒このため︑各意思者は必ず自らの意思が何を表現





























































ギールケは連邦 として成立したドイツにおいて新しい国家概念を説明するために︑ 「主観的権利関係が客観的規範 一致するという団体人格概論と︑法を﹁命令﹂としてではなく﹁全体の確信﹂と捉える新たな法 念の導入により︑論理上の困難を一挙に克服」しようと試みた
（
13）︒ギールケはこうした政治理論を説くことで︑ 「国






























































































































































揮することで︑ 「各個利用者の特色の総体 唯一の普遍我の普遍性の発展に」寄与する︒もし利用者が共同体 特色やその内部 おける自由を忘れれば「反つて普遍性の発揮」ができなくなってしまう
（機③一四〇頁）
︒こうして︑普遍我の発揮には主観的な自我





























































































の生活経験の進歩と共に発展してきた︒しかし︑古代においては人類 発達は未分化であった で︑ 「各種の精神現象を宗教以外明らかに分離して研究」することは きない
（思一九頁）
︒そこで︑












古来から最も推進してきたのは宗教である︒ 「人類生活の に必要なる各方面の根本意識を統括」し︑ 「生活各方面の基礎たる意識を包含す 」宗教 理解できれば︑法律現象など 根拠と っている人々の意識の問題 ︑現実 生活に即したうえで明らかにすることができる
（同右）
︒このように︑筧は宗教を高く評価する︒
こうして「法学研究者トシテ太古ノ思潮ヲ論ズ」で本格的に宗教の可能性につ て論じたあと︑翌一九一〇年から「印度ニ ケル仏教思想ヲ論ズ」 いう連作の論文を発表する
（
23）︒本論文では古代
仏教がいかにして人々の自由な意識を形成し︑国家の形成に結びついていった かを じ︑さらに一九一一年には最初の宗教的著書となる『仏教哲理』 出版する
（
24）︒次に一九一二年には『西洋哲
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二荒については︑栗田英彦「岡田式静坐法と国家主義
─
─二荒芳徳を通じ
て
─
─」 『論集』第三七巻︑河野有理「
「
自治
」
と「
いやさか
」
─
─後藤新
平と少年団をめぐって
─
─」 『歴史のなかの日本政治
　
一』中央公論新社︑
二〇一四年︑昆野伸幸「二荒芳徳の思想と少年団運動」 『明治聖徳記念学会紀要』復刊五一号︑二〇一四年などの研究がある︒
（
27）  
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─
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開拓の軌跡
─
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